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Abstract 

 

The aim of this cross-sectional study was to investigate actual states of the use of illegal drugs and possible abuse-

related factors among Japanese university students in 2014. Furthermore, the results were analyzed in comparison 

with the findings in 2012. As a result, 69 subjects with illegal drug abuse were selected out of 13993 screened 

(0.5%), and the number decreased compared to 114 subjects of the 2012 survey. Cannabis was used more frequently. 

The main purpose of using illegal drugs was out of interest. The use of illegal drugs was strongly associated with 

the presence of surrounding illegal drug users, the experience that received invitation to drug abuse, and tattoos in 

this study. Psychological factors, such as self-esteem and general health, were also related to illegal substance use. 

This study suggests a downward trend for the number of drug abuse from 2012 to 2014, and the effect of a drug 

abuse prevention program including psychological approaches toward university and secondary school students.  
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 ࡟ࡵࡌࡣ

㏆年，⮬⏤୺⩏，ಶே୺⩏，ேࠎの⾜ືᵝᘧのኚ໬ࡸ

౯್ほのከᵝ໬，᰾ᐙ᪘໬とᑡᏊ㧗㱋໬࡝࡞，♫఍⎔ቃ

，ࢀࢃኻࡀその結果日本ே本᮶の⨾ᚨ，ࡋኚ໬ࡃࡁ大ࡣ

ᩍ⫱のⲨᗫ，≢⨥のከⓎ࡝࡞の⌧㇟ࡀ㟢࿊ࡋጞめ࡚࠸

る ↓た♫఍⎔ቃのኚ໬とࡋ࠺ࡇ，ࡶⱝ⪅の薬物乱用ࠋ(1

㐪ἲ薬物に関するつ⠊意識のపୗ，大㯞ⲡ，ࡃ࡞ࡣ࡛⦖

ーࣟࢺ࢘࢔る࠼࠸ࡶのಶᛶⓗと࡝࡞ーࢗࢺタࡸࢬࢵࢢ

ⓗ࡞フࣙࢩࢵ࢓ンのᚿྥ，ㄗࡗた⮬ᕫ୺ᙇᡭẁ，࡝࡞と

るࢀࢃのとᛮࡶる࠸࡚࠸ࡘࡧ結ࡃ῝ ࡞Ḣ⡿，ࡣ本㑥ࠋ(2

࠸࡞ᑡࡾ࡞࠿ࡀ薬物ởᰁ࡚࡭の先㐍ᅜと比࡝ ௒ᚋ，ࡀ(3

ዴఱにⱝ，ࡣ࠿ྰ࠿るࡁたഴྥをಖᣢ・ᙉ໬࡛ࡋ࠺そࡶ

⪅の薬物乱用を㜵Ṇ࡛ࡁる࠿に࠸࡚ࡗ࠿࠿るとゝ࡚ࡗ

大学生をጞめとするⱝ，ࡣそのためにࠋ࠸࡞ࡣ㐣ゝ࡛ࡶ

⪅の薬物乱用と♫఍⎔ቃとの関ಀに࡚࠸ࡘのヲ⣽を᫂

る௒ᚋの薬物乱用ࡅ࠾本㑥に，ࡾ࠶ࡀにするᚲせ࠿ࡽ

のືྥを༨ࡶ࡛࠼࠺࠺㔜せ࡛࠶るࠋ 

2012，ࡁ㊃᪨にᇶ࡙࡞࠺ࡼのࡇ 年度に᯾大学の学生

をᑐ㇟とࡾࡲ࠶࡛ࡲࢀࡇ，࡚ࡋὀ┠ࡗ࠿࡞࠸࡚ࢀࡉた，

フࣙࢩࢵ࢓ンࢠࡸャンࣝࣈ，ᚰ⌮♫఍ⓗせᅉ࡝࡞の，

ᵝ࡞ࠎほⅬࡽ࠿㐪ἲ薬物乱用に関する調査を実᪋ࡋたࠋ

その結果， 2012年の調査᫬ᮇࡾ࡞࠿ࡶࡾࡼ㐜ࢀたࡶの

の，ձゎᯒᑐ㇟⪅ 13960 ྡのࡕ࠺ 114 ྡ㸦0.8%㸧の大

学生，≉に⏨ᛶを୰ᚰに㐪ἲ薬物౑用⤒㦂ࡀㄆめࢀࡽ，

⣙ 3.4%の↓ᅇ⟅⪅を⪃៖すࡽࡉ，ࡤࢀにከࡃの大学生

る，ղ㐪ἲ薬物の࠶ࡀるྍ⬟ᛶ࠸࡚ࡋ㐪ἲ薬物と᥋ࡀ

౑用ࡣ，㐪ἲ薬物の入ᡭ，㐪ἲ薬物౑用の⿕່ㄏ⤒㦂，

タࢗࢺー，大㯞ⲡࢬࢵࢢのᡤᣢ，ࢠャンࣈ ・ࣝႚ↮⩦័，

⢭⚄ⓗ健康度࡝࡞と関連࠸࡚ࡋる，ճ㐪ἲ薬物౑用に

ᑐ࡚ࡋᑡࡎࡽ࠿࡞⯆࿡࠶ࡀる๭ྜࡣ 0.4㹼1.0%࡛，その

⯆࿡にࡣ，薬物乱用に関するㄆ識ࡸ㌟㏆ࡉ，࿘ᅖの㐪ἲ

薬物౑用⪅のᏑᅾ，ぶ࠸ࡋேࡽ࠿の㐪ἲ薬物౑用の່

ㄏを᩿࠸࡞ࢀᛶ᱁，タࢗࢺー，大㯞ⲡࢬࢵࢢのᡤᣢ，ࢠ

ャンࣈ ・ࣝႚ↮・㣧㓇の⩦ 㸦័≉に㣧㓇㸧，࿘ᅖの支援，

スࣞࢺスᑐฎ⾜ື࡝࡞のせᅉࡀ関ಀ࠸࡚ࡋる，մ㐪ἲ

薬物の౑用࡛ࡣ，⯆࿡と比࡚࡭，タࢗࢺーࡸ大㯞ⲡࢵࢢ

の࡬ンࣙࢩࢵ࢓フ࡞ᅾⓗ₯ࡣ࠸る࠶の，ಶᛶⓗ࡝࡞ࢬ

ᚿྥ，ࢠャンࡸࣝࣈႚ↮の⩦័，㐪ἲ薬物に関する┤᥋

ⓗ࡞ᡭẁࡸ⤒㦂とࡗ࠸たせᅉࡀ≉に関୚ࡸࡋす࡞，࠸

たࡋ2020年に報࿌，ࢀࡽᚓࡀの▱ぢ࡝  ࠋ(2

すࡕࢃ࡞，๓ᅇの報࿌ 2)に࡚ࡗࡼ，᯾大学にࡅ࠾る㐪

ἲ薬物࡬の⯆࿡ࡸ౑用実態，ࡧࡼ࠾その背景ࡀ，フࢵ࢓

᫂ࡽ࠿ほⅬ࡞を含めたໟᣓⓗ࡝࡞័⩦࡞ࠎᵝࡸンࣙࢩ

 ࠋたࢀࡉ၀♧ࡶ࠸る㐪ࡼᛶูに，ࡾ࡞と࠿ࡽ

とをᠱᛕࡇపୗするࡀ⋠⟆のᅇ࡬┠㉁ၥ㡯，ࡋ࠿ࡋ

る࠶ࡀ౑用⤒㦂，࡚ࡋ㐪ἲ薬物に関，ࡽ࠿とࡇたࡂすࡋ

ሙྜࡸ࿘ᅖに౑用⪅࠸ࡀたሙྜのලయⓗ薬物ྡ，່ㄏ

の஦᯶࡝࡞た㝿のලయⓗᑐᛂと薬物ྡ，౑用┠ⓗࢀࡉ

をᑐ㇟⪅に┤᥋㉁ၥするࡇとを᥍ࡀࡽࢀࡇ，࠼ᮍゎ᫂

๓ᅇの調査ࠋたࡗ࡞とࡲࡲ࡞ 㐣ཤの㐪ἲ薬物の，ࡣ࡛(2

౑用ࡀከࡇ࠸とࡀ᥎ ࢀࡉたため，ⱝ⪅࡛↓ど࡛࡞ࡁ

ࡧー㐟ࢼンࢩるࡼ᭷ᶵ⁐๣に࠸ 4)にࡶ࡚࠸ࡘ薬物乱用

の㑅ᢥ⫥にຍ࠼た᪉ࡶ࠸ࡼࡀのとᛮࢀࢃたࠋ 

๓ᅇの調査，࡚ࡋた，ᚰ⌮せᅉに関ࡲ 薬物乱，ࡣ࡛(2

用ࡣ⢭⚄ⓗ୙健康⪅࡛ከࡇ࠸とを᥎ ࠸࡚ࡋたࡀ，ண

᝿に཯࡚ࡋ，㐪ἲ薬物౑用⤒㦂⪅の⢭⚄ⓗ健康度ࡀⰋ

ዲ࡛ࡾ࠶，⯆࿡とࡣ᭷意࡞関ಀࡗ࠿࡞ࡀたࠋ᝟⥴ⓗ支援

に関ࡣ࡚ࡋ，ᐙ᪘の支援を୰ᚰに，支援ࡀᑡ࠸࡞᪉ࡀ㐪

ἲ薬物౑用の⤒㦂ࡸ⯆࿡ࡀከࡇ࠸とࡀ♧၀ࢀࡉたࡀ，

大学の支援のᑡࡣࡉ࡞㐪ἲ薬物౑用の⯆࿡とࡽࡃ࠸ࡣ

ࡀ関ಀ࡞᭷意ࡣのの，実㝿の౑用とࡶた࠸࡚ࡋ関連࠿

㐪ἲ薬，ࡶ࡚࠸ࡘスᑐฎ⾜ືにࣞࢺスࠋたࡗ࠿࡞ࢀࡽࡳ

物౑用⤒㦂との᭷意࡞関ಀࡃ࡞ࡣ，㐪ἲ薬物౑用の⯆

࿡に関࡚ࡋ，大㯞，ぬ࠸ࡏ๣㸦⏨ᛶ㸧，࢝ࢥイン，MDMA

に࡚࠸࠾，スࣞࢺスᑐฎ⾜ືࡀ୙㐺ษ࡞ሙྜに᭷意に

⯆࿡をᢪࡸࡁすࡇ࠸とࡀㄆめࢀࡽたࠋ 

ண᝿に཯する結ࡣに⢭⚄ⓗ健康度≉，ࡕ࠺のࡽࢀࡇ

果࡛ࡗ࠶たため，本ᙜに㐪ἲ薬物౑用⤒㦂⪅࡛Ⰻዲ࠿

ࢃのとᛮࡶる࠶ࡀめるᚲせ࠿☜る調査࡛࡞ࡽࡉを࠿ྰ

ࡋࡎᚲ࡛࡝࡞大学ࡸᐙ᪘，ࡣ࡚ࡋ᝟⥴ⓗ支援に関ࠋたࢀ

大ࡅࡔࢀそ，ࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࢃたࢀࡽᚓࡀた結果ࡋ⮴୍ࡶ

学ࡶࡾࡼᐙ᪘の支援の᪉ࡀ㔜せとࢀࡽ࠼⪄ࡶたࡀ，ู

の㉁ၥ⣬࡛ホ౯するࡇとにࡋたࠋスࣞࢺスᑐฎ⾜ືࡶ，

㐪ἲ薬物౑用の⯆࿡と関連࠸࡚ࡋたࡶのの，㐪ἲ薬物

౑用⤒㦂との関ಀࡗ࠿࡞ࡀたため，⮬ᑛឤ᝟ࡸ࿘ᅖの

ேࡽ࠿のᙳ㡪のཷ࡝࡞ࡉ᫆ࡅのほⅬࡽ࠿෌度検討をヨ

๓ᅇの，ࡕࢃ࡞すࠋたࢀࢃのとᛮࡶ࠸ࡋࡲᮃࡀとࡇるࡳ

調査 2)࡛，㐪ἲ薬物の⯆࿡ࡸ実㝿の౑用に関࡚ࡋ，࿘ᅖ

の㐪ἲ薬物౑用⪅のᏑᅾࡸ౑用の⿕່ㄏ⤒㦂，ぶ࠸ࡋ

ேࡽ࠿の㐪ἲ薬物౑用の່ㄏを᩿ࡾษ࠸࡞ࢀᛶ᱁࡝࡞

のᙳࡽ࠿࿘ᅖのே，ࡀたࡋとを報࿌ࡇる࠸࡚ࡋ関ಀࡀ

㡪のཷࡅཷࡸࡉ᫆ࡅ㞴ࡉを┤᥋調࡭るために，௒ᅇの

調査࡛ࡣ⿕ᙳ㡪ᛶࡸ⮬ᑛឤ᝟を検討するࡇとをヨࡳたࠋ

ࢩーࢯࠕ∧᪂たに日本ㄒ，ࡣ௒ᅇの調査࡛，࡚ࡗࡀたࡋ

ャࣝ・࣏ࢧーࢺᑻ度 㸦ࠖᒾబࡽ㸧5)，⮬ᑛឤ᝟ᑻ度

㸦Rosenberg㸧6)，⿕ᙳ㡪ᛶᑻ度㸦㕥ᮌ・ᮌ㔝㸧7)を౑用ࡋ

࡚ホ౯ࡋ，⢭⚄ⓗ健康度に関する結果を☜࠿めるため

に，2012年度の調査 2)とྠࡌGeneral Health Questionnaire 
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(GHQ) の 12㡯┠∧ 8)を用࠸たࠋ 

その௚，๓ᅇの調査 ࢬࢵࢢ大㯞ⲡࡸーࢗࢺタ，ࡣ࡛(2

のᚿ࡬ンࣙࢩࢵ࢓フ࡞ᅾⓗ₯ࡣ࠸る࠶の，ಶᛶⓗ࡝࡞

࡚ࢀࡉ┠ὀࡾࡲ࠶࡛ࡲࢀࡇ，の࡝࡞័⩦ࣝࣈャンࢠ，ྥ

とをㄆめࡇる࠸࡚ࡋ㐪ἲ薬物౑用に関連ࡀせᅉ࠸࡞࠸

た1，ࡀᅇ㝈ࡾのᶓ᩿ⓗ調査࡛ࡗ࠶たため，ࡋ࠺ࡇたഴ

ࡶる࠶ࡀめるᚲせ࠿☜を࠿ྰ࠿るࢀࡽࡳⓗに⥆⥅ࡀྥ

のと⪃ࢀࡽ࠼たࡲࠋた，࢔ࣆスと比࡚࡭タࢗࢺーࡀ，㐪

ἲ薬物の౑用ࡸ⯆࿡とᐦ᥋に関࠸࡚ࡗࢃたࡶのの，๓

ᅇの調査 たたࡗ࠿࡞࠸࡚ࡋスの㒊఩を≉ᐃ࢔ࣆࡣ࡛(2

め，タࢗࢺーとྠᵝ࡞㌟య⿦㣭の意࿡をᣢࡸࡕす࠸と

ス࢔ࣆの࡬࢕ࢹる⪥௨እの࣎࠸࡚ࢀࡉ 9)の薬物乱用と

の関ಀࡣ୙࡛᫂ࡗ࠶たࠋそのため，⪥と⪥௨እの࣎࢕ࢹ

のとࡶ࠸ࡋࡲᮃࡀとࡇ検討する࡚ࡅにศࠎスをู࢔ࣆ

ᛮࢀࢃたࠋ 

୍⯡に，㐪ἲ薬物乱用に関する調査ࡣ㠀ᖖにᶵᚤ࡞

ෆᐜを含࠸࡛ࢇるため，ࡶ࡚ࡋ࠺࡝↓グྡ࡛⾜ࡇ࠺と

にࡊࡽ࡞るをᚓࠋ࠸࡞そのため，ྠ ୍ேの᥎⛣を調࡭る

⦪᩿ⓗ調査ࡣ実᪋ࡋ㞴ࡃ，ྠ୍に㏆࠸㞟ᅋをᑐ㇟とࡋ

た⧞ࡾ㏉ࡋのᶓ᩿ⓗ調査に࡚ࡗࡼ，୍ᐃのഴྥの᭷↓

を᥎ するࡇとࡀጇᙜと⪃ࢀࡽ࠼るࠋ 

๓ᅇの調査，ࡽࡀ࡞࠼ࡲ཯┬Ⅼを㋃࡞࠺ࡼのࡇ 2)とྠ

㐪ἲ薬物౑用࡞ձ඲యⓗ，࡚ࡋ大学の学生をᑐ㇟とࡌ

⤒㦂の᥎⛣をホ౯する，ղࢩンࢼー㢮ࡶ含めたಶูの

㐪ἲ薬物౑用⤒㦂，≉に♫఍ၥ㢟໬࠸࡚ࡋたMDMAࡸ

⬺ἲࣁーࣈの౑用⤒㦂を᫂࠿ࡽにする，ճ㐪ἲ薬物の

౑用┠ⓗ㸦༢࡞る⯆࿡・スࣞࢺスゎᾘ・཭ேࡸᜊேࡽ࠿

の່め・່ㄏを᩿ࡾษࡎࢀ・ᛶⓗ⯆ዧをᚓるため・ᙉᘬ

ࢵࢢス，大㯞ⲡ࢔ࣆࡸーࢗࢺ౑用㸧を検討する，մタ࡞

௒，ࡀの༴㝤ᅉᏊ࡝࡞័⩦↮ႚ・ࣝࣈャンࢠ，のᡤᣢࢬ

ᅇの調査࡛ࡶ㐪ἲ薬物౑用⤒㦂に関連するせᅉと࡚ࡋ

ㄆめࢀࡽる࠿ྰ࠿を☜ㄆする，յ࢔ࣆスの関୚に関ࡋ

࡚，⪥と⪥௨እの࣎࢔ࣆ࢕ࢹスの⿦㣭実態を᫂࠿ࡽに

検討する，ն㐪ἲ薬物౑用⤒㦂の࡚ࡅにศࢀࡒࢀそ，ࡋ

ᚰ⌮ⓗ背景に࡚࠸ࡘ，⢭⚄ⓗ健康度を含め࡚，♫఍ⓗ支

援ࡸ⮬ᑛឤ᝟，⿕ᙳ㡪ᛶ࡝࡞のほⅬࡽࡉࡽ࠿に検討す

る，ࡇと࡝࡞を୺࡞┠ⓗと࡚ࡋ௒ᅇの調査を実᪋ࡋたࠋ

検討するために，大࡚࠸ࡘղに，ࡕ࠺の┠ⓗのࡽࢀࡇ

㯞・⬺ἲࣁーࣈ・ぬ࠸ࡏ๣・࢝ࢥイン・MDMA・ࢩンࢼ

ー㢮のಶูの㐪ἲ薬物に࡚࠸ࡘ౑用⤒㦂の᭷↓をᑜࡡ

たࠋձに関ࡣ࡚ࡋ，௒ᅇࡣ๓ᅇ 2012年の調査 2)の࠺ࡼ

る㉁ၥࡡ㐪ἲ薬物౑用⤒㦂の᭷↓を┤᥋ᑜ࡞඲యⓗ࡞

㡯┠をタࡗ࠿࡞ࡅたࡀ，๓ᅇの㐪ἲ薬物౑用⤒㦂と比

較するために，ಶูの㐪ἲ薬物౑用ࢩࡽ࠿ンࢼー㢮を

㝖ࡃ大㯞・⬺ἲࣁーࣈ・ぬ࠸ࡏ๣・࢝ࢥイン・MDMA

࡚࠸ࡘմにࠋたࡋの㐪ἲ薬物౑用๭ྜを⟬ฟ࠿ࢀࡎ࠸

2012，ࡣ 年の調査 2)との比較を⾜࠺ためにྠ୍の㉁ၥ

㡯┠を用࠸たࠋ 

たሙࡋᏑᅾࡀ⪅࿘ᅖに㐪ἲ薬物౑用，ࡣに௒ᅇࡽࡉ

薬࡞ලయⓗ，ࡣるሙྜ࠶ࡀ㐪ἲ薬物の⿕່ㄏ⤒㦂ࡸྜ

物の✀㢮㸦大㯞・⬺ἲࣁーࣈ・ぬ࠸ࡏ๣・࢝ࢥイン・

MDMA・ࢩンࢼー㢮㸧を㉁ၥࡋたࠋ 

た，๓ᅇࡲ 2012年の調査 ⿕㐪ἲ薬物౑用の，ࡣ࡛(2

່ㄏ⤒㦂ࡸぶ࠸ࡋேࡽ࠿の່ㄏ᫬のᑐᛂをูに㉁ၥࡋ

たࡀ，௒ᅇの調査࡛ࡣ，㐪ἲ薬物౑用を່ㄏࢀࡉた⤒㦂

たࡋồめ，౑用࡛ࡲ↓その㝿の౑用の᭷ࡣるሙྜ࠶ࡀ

ሙྜにࡣලయⓗ࡞薬物の✀㢮をᑜࡡたࠋ 

௒ᅇの◊✲࡛ࡣ，๓ᅇの調査 2) ࡛実᪋ࡋた࡞࠺ࡼ㐪

ἲ薬物にᑐする⯆࿡の背景ࡣ検討ࡎࡏに，㐪ἲ薬物の

౑用に↔Ⅼをᙜ࡚た検討を⾜ࡗたࠋ 

࠸࡚ࢀࡉ⛠とࢢࢵラࢻᅾ༴㝤⌧ࡣࣈーࣁἲ⬺，࠾࡞

るࡀ，本ㄽᩥ࡛ࡣ調査ᙜ᫬に用࠸࡚ࢀࡽ࠸た⬺ἲࣁー

た，↓グࡲࠋたࡋ౑用ࡲࡲ㸧の࿧⛠をそのࢢࢵラࢻ㸦ࣈ

ྡと࠼࠸ࡣ，㠀ᖖにᶵᚤ࡞ෆᐜを含࠸࡛ࢇたため，調査

ᙜ᫬の学生のከࡀࡃ༞ᴗࡋた᫬ᮇ࡛ࡲᚅ࡚ࡗㄽᩥ࡛බ

⾲するࡇとにࡋたࠋそのため，⌧௦の大学生の意識とࡣ

ⱝᖸ␗࠸࡚ࡗ࡞るྍ⬟ᛶ࠶ࡀるࠋ 

 

ᑐ㇟࡜᪉ἲ 

調査ᑐ㇟2014，ࡣ年 4月に学生ᐃᮇ健康デ᩿をཷࡅ

た X大学の学生 ㉁ၥ⣬調，ࡕ࠺のࡇࠋる࠶14168ྡ࡛

査にྠ意࡚ࡋᅇ⟅ࡋた 13993 ྡをゎᯒᑐ㇟とࡋた㸦ᅇ

཰⋡ 98.8%㸧ࠋෆヂࡣ，⏨ᛶ 9910ྡ，ዪᛶ 4030ྡ，୙

᫂ 53ྡ࡛，年㱋ࡣ 21.8 ± 3.7ṓ㸦ᖹᆒ ± ᶆ‽೫ᕪ㸧࡛

に，2012年度の調査ࡳ࡞ࡕࠋる࠶ ࡌྠ，ࡣ࡛(2 X大学

の学生 14125ྡのࡕ࠺の 13960 㸦ྡᅇ཰⋡ 98.8%㸧ࡀゎ

ᯒᑐ㇟࡛ࡾ࠶，⏨ᛶ 9803ྡ，ዪᛶ 4127ྡ，୙᫂ 30ྡ

࡛，年㱋ࡣ 21.9 ± 3.8ṓ࡛ࡗ࠶たࡋࠋた࡚ࡗࡀ，௒ᅇの

ᑐ㇟⪅ᩘࡸᅇ཰⋡ࡣ 2012度と࠶࡛➼ྠࡰ࡯るࠋ調査に

㝿࡚ࡋ，๓ᅇとྠᵝに，学఍ࡸㄽᩥ➼࡛結果をබ⾲する

調査結果を౑ࡣ௨እの┠ⓗに✲◊ࡸ⫱る，ᩍ࠶ࡀとࡇ

用࠸࡞ࡋ，調査のཧຍ⪅ྠࡀᐃࢀࡉるࡇと࡝࡞，࠸࡞ࡣ

の஦᯶を᭩㠃࡛ㄝ᫂ࡋ，㉁ၥ⣬にᅇ⟅するࡇと࡛ྠ意

 ࠋたࡋのとࡶたࢀࡽᚓࡀ

㉁ၥ㡯┠ࡣ，年㱋，ᛶู，ㄢ⛬࡝࡞のᒓᛶ，大㯞・⬺

ἲࣁーࣈ・ぬ࠸ࡏ๣・࢝ࢥイン・MDMA・ࢩンࢼー㢮

そࢀࡒࢀの㐪ἲ薬物౑用にᑐする⯆࿡，㐪ἲ薬物の入

ᡭと入ᡭ⤒㊰，࿘ᅖの㐪ἲ薬物౑用⪅のᏑᅾと薬物の
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✀㢮，㐪ἲ薬物౑用の⿕່ㄏ⤒㦂と実㝿に່ㄏࢀࡉた

㝿の౑用の᭷↓㸦薬物ྡを含ࡴ㸧，ぶ࠸ࡋேࡽ࠿の㐪ἲ

薬物౑用の່ㄏ࡬のᑐᛂ，薬物ูの⮬㌟の㐪ἲ薬物౑

用⤒㦂と౑用┠ⓗ，ࢠャンࣝࣈ・ႚ↮・㣧㓇⩦័，ⰾ㤶

๣ࡸ㹒ࢩャ࡝࡞ࢶの大㯞ⲡࢬࢵࢢのᡤᣢと大㯞ⲡとの

ㄆ識，࢔ࣆス㸦⪥と⪥௨እ㸧ࡸタࢗࢺーの᭷↓，㐍学≧

ἣ，ᒾబࡽの日本ㄒ∧ࢯࠕーࢩャ ᑻ度ࢺー࣏ࢧࣝ・ 5ࠖ)，

Rosenberg にࡼる⮬ᑛឤ᝟ᑻ度の日本ㄒ∧ 6,10)，㕥ᮌと

ᮌ㔝にࡼるከḟ元ඹឤᛶᑻ度㸦MES㸧の⿕ᙳ㡪ᛶᑻ度 7)，

⢭⚄ⓗ健康度を⾲す GHQ12 㡯┠∧ ࠋる࡞ࡽ࠿࡝࡞ (8
⊂⮬の㉁ၥ㡯┠5-2，ࡣ௳ἲにࡼる㑅ᢥ⫥とࡋたࠋ࿘ᅖ

の㐪ἲ薬物の౑用⪅࡛ࡋ࡞，ࡾ࠶，ࡣの㏉⟅をồめ，୙

᫂を๐㝖ࡋたࢠࠋャンࢠ，ࡣ࡛័⩦ࣝࣈャンࣝࣈの౛と

㯞㞛，➇⯲，➇㤿に関する⩦័をࡅ㉃，ࢥンࢳパ，࡚ࡋ

ᑜࡡたࠋ 

ࢺー࣏ࢧ・ャࣝࢩーࢯࠕ∧の日本ㄒࡽに，ᒾబࡳ࡞ࡕ

ᑻ度  Multidimensional Scaleࠕたࡋ㛤Ⓨࡀࡽ Zimet，ࡣ(5ࠖ

of Perceived Social Support㸦MSPSS㸧ࠖ 11)の日本ㄒ∧࡛࠶

るࠕࠋᐙ᪘の࣏ࢧーࢺ ࢺー࣏ࢧேの࡞大ษࠕࠖ， ཭ேࠕࠖ，

の࣏ࢧーࠖࢺを୰ᚰと12，࡚ࡋ 㡯┠ࡽ࠿ᵓᡂ࠸࡚ࢀࡉ

るࡀ，௒ᅇࡣ඲యⓗ࣏ࢧ࡞ーࢺの㞟ィを⾜ࡗたࠋ

Rosenbergの⮬ᑛឤ᝟ᑻ度 ࢀࡉసᡂࡀ∧の⩻ヂࡃከࡣ(6

と࠿ࡽ༑ศに᫂ࡀጇᙜᛶࡸಙ㢗ᛶࡣ࡛✲◊本，ࡾ࠾࡚

る，Mimura & Griffithsの日本ㄒ∧⮬ᑛឤ᝟ᑻ࠸࡚ࡗ࡞

度 10,12)を用࠸たࠋ௚⪅ࡽ࠿の㐪ἲ薬物౑用の່ㄏにࡽ࠿

㕥ࠋた࠼をホ౯するためにຍ࠿ྰ࠿࠺ศをぢኻ⮬࡚ࢀ

ᮌとᮌ㔝にࡼるከḟ元ඹឤᛶᑻ度㸦MES㸧7)ࠕ，ࡣ௚⪅ᣦ

ྥⓗ཯ᛂ ᕫᣦྥⓗ཯ᛂ⮬ࠕࠖ， ᙳ㡪ᛶ⿕ࠕࠖ， どⅬྲྀᚓࠕࠖ， ，ࠖ

᝿ീᛶࠕ のࠖୗ఩ᑻ度࡞ࡽ࠿る 24㡯┠の㉁ၥ⣬࡛࠶るࠋ

の，⿕ᙳ㡪ᛶ㸦௚⪅のᚰ⌮≧態にᑐする⣲㉁ⓗࡕ࠺のࡇ

㸧を⾲すࡉ᫆ࢀࡲ㎸ࡁᕳ࡞ 5 㡯┠を௒ᅇの調査࡛ࡣ౑

用ࡋたࠋ日本ㄒ∧ࢯࠕーࢩャࣝ・࣏ࢧーࢺᑻ度 5ࠖ)，日

本ㄒ∧⮬ᑛឤ᝟ᑻ度 10,12) ，⿕ᙳ㡪ᛶᑻ度 㧗ࡀᚓⅬࡣ(7

GHQ12ࠋたࡋのとࡶ態を⾲す≦࡞Ⰻዲࡀ᪉࠸ 㡯┠∧ 8) 

࢝，ࡋるGHQᚓⅬἲ࡛㞟ィࡼGoldbergに，ࡣ フ࢜ࢺࢵ

࣏インࢺと࠸࡚ࢀࡉる 2 Ⅼと 3 Ⅼの㛫࡛పᚓⅬ⩌と㧗

ᚓⅬ⩌㸦⢭⚄ⓗ健康度にၥ㢟࠶ࡀるྍ⬟ᛶを᭷する㸧の

2⩌にศ㢮ࡋた 㐪ἲ，࡚ࡗた࠶௒ᅇの調査に，࠾࡞ࠋ(13

薬物౑用⤒㦂ࡣ，♫఍ⓗ支援のᑡࡉ࡞，⮬ᑛឤ᝟のపࡉ，

௚⪅ࡽ࠿のᙳ㡪のཷࡉ᫆ࡅと関連࠸࡚ࡋるࡇとを᝿ᐃ

九州大学健康科学センター೔⌮ጤဨ఍，ࡣ本調査ࠋたࡋ

のᢎㄆをཷࡅたࠋ 

⤫ィฎ⌮ࡣ，SPSS version 17.0を౑用࠸⾜࡚ࡋ，P<0.05

のሙྜに⤫ィ学ⓗに᭷意とࡋたࡎࡲࠋ，調査結果のᴫせ

を᫂࠿ࡽにࡋ，㐪ἲ薬物౑用⤒㦂の᭷↓とྛᅉᏊとの

関ಀを Ȥ2検ᐃࡸ Fisher ┤᥋☜⋡検ᐃ࡛調࡭たࠋᚰ⌮せ

ᅉに関ࡣ࡚ࡋ，㐪ἲ薬物౑用⤒㦂の᭷↓࡛ t検ᐃを⾜ࡗ

たࠋそ࡚ࡋ，㐪ἲ薬物౑用⤒㦂の᭷↓をᚑᒓኚᩘ，Ȥ2検

ᐃࡸ Fisher┤᥋☜⋡検ᐃ，t検ᐃに࡚࠸࠾㐪ἲ薬物౑用

⤒㦂との関連ഴྥ㸦P<0.1㸧を᭷するᅉᏊを⊂❧ኚᩘと

するከ㔜ࣟࢪスࢡࢵ࢕ࢸᅇᖐศᯒを⾜ࡗたࠋその㝿，大

㯞・⬺ἲࣁーࣈ・ぬ࠸ࡏ๣・࢝ࢥイン・MDMA・ࢩンࢼ

ー㢮ูの㐪ἲ薬物࡛ࡣ，౑用⤒㦂⪅ᩘࡀᑡࡇ࠸࡞とࡀ

᥎ ࢀࡉたࡇとࡽ࠿，⤫ィ学ⓗ検ฟຊをྥୖࡏࡉるた

めに，ಶูに࡛࠿ࢀࡎ࠸，ࡃ࡞ࡣの㐪ἲ薬物౑用⤒㦂の

᭷↓をᚑᒓኚᩘとࡋたࡇࠋの࡞࠺ࡼゎᯒを඲ᑐ㇟⪅࡛

 ࠋたࡋḟにᛶᕪに関する検討を⏨ዪูに実᪋，࠸⾜

 

⤖ᯝ 

ㄪᰝ⤖ᯝࡢᴫせ 

௒ᅇの調査にࡅ࠾る୺࡞薬物ࡧࡼ࠾ႴⒷ関連の結果

を⾲ 1 に♧すࠋ大㯞を➹㢌に㐪ἲ薬物౑用の⯆࿡をᢪ

㐣༙ᩘࡣ㐪ἲ薬物の入ᡭ，ࡋᏑᅾࡽࡀ࡞࠿ࡎࢃࡀ⪅ࡃ

の⪅ࡀ㞴࠸ࡋとឤ࠸࡚ࡌたࡶのの，ᐜ᫆と⪃࠼る⪅ࡶ

ᑡࡗ࠿࡞ࡃ࡞たࠋ入ᡭするሙྜの入ᡭ⤒㊰に関ࡣ࡚ࡋ，

ࢺࢵࢿインターࠕ ࠸ḟ，ࡃከࡶ᭱ࡀࠖ ᑐに⤯ࡣ入ᡭࠕ࡛

↓⌮ ே▱ࠕ，㸧ࠖ࡝࡞኎ே㸦㊰ୖࠕࠖ， その௚ࠖの㡰࡛ࠕࠖ，

⪅の࿘ᅖの㐪ἲ薬物౑用࡛ࡲࢀࡇࠋた㸦㔜」ᅇ⟅㸧ࡗ࠶

のᏑᅾࡣ⣙ 3.1%࡛，大㯞，ࢩンࢼー㢮，⬺ἲࣁーࣈ，

ぬ࠸ࡏ๣，࢝ࢥイン，MDMAの㡰にከࡗ࠿たࠋ 

㐪ἲ薬物౑用の⿕່ㄏ⤒㦂ࡣ⣙ 0.9%㸦121ྡ㸧࡛ ，大

㯞，⬺ἲࣁーࣈ，ぬ࠸ࡏ๣・ࢩンࢼー㢮，࢝ࢥイン，

MDMAの㡰࡛ࡗ࠶たࠋ௒ᅇ᪂たにᑜࡡた່ㄏ᫬のᑐᛂ

に関28，ࡣ࡚ࡋ ྡの学生ࡀ実㝿に౑用࠸࡚ࡋたࠋその

薬物ࡣ，大㯞㸦10ྡ㸧，ぬ࠸ࡏ๣㸦1ྡ㸧，↓ᅇ⟅㸦17ྡ㸧

と，ከࡣࡃ大㯞とᛮࢀࢃたࠋぶ࠸ࡋேࡽ࠿㐪ἲ薬物౑用

の່ㄏをཷࡅた㝿のᑐᛂに関ࡣ࡚ࡋ，᩿る᪉ྥの⪅ࡀ

ᅽಽⓗにከࡗ࠿た࠸࡞ࡽ᩿，ࡀ᪉ྥのࡶのࡶ⣙ 1.4%ㄆ

めࢀࡽたࠋ 

⿕່ㄏ⤒㦂とࡣ関ಀࡃ࡞㐪ἲ薬物の౑用Ṕに࡚࠸ࡘ

ᑜࡡたとࢁࡇ，大㯞㸦46ྡ㸧，⬺ἲࣁーࣈ㸦34ྡ㸧，ぬ

๣㸦33࠸ࡏ ྡ㸧，࢝ࢥイン㸦32 ྡ㸧，MDMA㸦32 ྡ㸧，

ー㢮㸦35ࢼンࢩ ྡ㸧࡛の౑用Ṕࡀㄆめࢀࡽたࡇࠋの㐪

ἲ薬物౑用⤒㦂⪅の౑用┠ⓗࡶ௒ᅇᑜࡡたࠕ，ࡀ༢࡞る

⯆࿡ࠖࡀ ࡀ࡚ࠖࢀࡽめ່ࡽ࠿཭ே㸦ᜊே㸧ࠕ，15ྡ 10

ࡀスゎᾘࠖࣞࢺスࠕ，ྡ 5 ࢀษࡾㄏを່᩿ࠕ，ࡾ࠶࡛ྡ

ࡎ ᛶⓗ⯆ዧをᚓるためࠕࠖ， たࠖࢀࡽࡏࡉᙉᘬに౑用ࠕࠖ，

 ࠸ࡃ࡞関ಀࡣㄏ⤒㦂と່⿕ࠋた㸦㔜」ᅇ⟅㸧ࡗ࠿࡞࠸ࡣ
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大学生の薬物乱用に関する意識，実態とその背景 第 �報：����年度の結果との比較検討を含めた ����年度の調査 
 

 

 

 

඲㒊࡛ࡣ⪅たࡋの㐪ἲ薬物を౑用࠿ࢀࡎ たࡗ࠶52ྡ࡛

た⪅の୰࡛ࡋ⟆の㉁ၥにᮍ౑用とᅇࡇ，௨እにࢀそ，ࡀ

ୖグの⿕່ㄏ᫬の実㝿の౑用⪅ࡀ 17ྡᏑᅾ࠸࡚ࡋたた

め，ྜィ 69ྡ㸦⏨ᛶ 58 ,ྡ ዪᛶ 11ྡ㸧᭱ࡀ⤊ⓗ࡞౑

用⤒㦂⪅と⪃ࢀࡽ࠼たࡽࢀࡇࠋのࢩ，ࡕ࠺ンࢼー㢮を㝖

ࡃ 2012 年度とྠᵝ࡞㐪ἲ薬物౑用⤒㦂⪅ࡣ 66 ྡ㸦⏨

ᛶ 55ྡ, ዪᛶ 11ྡ㸧࡛ࡗ࠶たࠋ 

 
 

の㢖度を含め࡚࡛ࡲࠎ᫬ࡣ⪅る࠶ࡀ័⩦ࣝࣈャンࢠ

⣙ 12.0%，⌧ᅾႚ↮⩦័࠶ࡀる⪅ࡣ⣙ 6.2%，㣧㓇⩦័

含め࡚⣙ࡶの㢖度ࡲたࡣ ࢬࢵࢢ大㯞ⲡࠋたࡗ࠶64.5%࡛

⣙ࡣ⪅た࠸࡚ࡗ▱とをࡇ大㯞ⲡを意࿡するࡀ 41.9%࡛

⣙ࡣ⋠のᡤᣢࢬࢵࢢ大㯞ⲡ，ࡀたࡗ࠶ 1.0%とపࡗ࠿たࠋ

タࢗࢺーを࠸࡚ࡋる⪅ࡣ 25 㸦ྡ⣙ 0.2%㸧࡛ スに࢔ࣆ，

関ࡣ࡚ࡋ，⪥௨እの࣎࢔ࣆ࢕ࢹスのࡳの 11ྡにᑐ࡚ࡋ， 

1. 以下の違法薬物を使用してみたいという興味がありますか。

・大麻 ： 　(1) とてもある (0.3%) 　(2) どちらかといえばある (0.5%) 　(3) どちらかと

いえばない(0.5%) 　(4) 全くない (98.4%) 　無回答 (0.3%)

・脱法ハーブ ：(1) とてもある (0.2%) 　(2) どちらかといえばある (0.2%) 　(3) どちらかと

いえばない (0.3%) 　(4) 全くない (99.0%) 　無回答 (0.3%)

・覚せい剤 ： 　(1) とてもある (0.1%) 　(2) どちらかといえばある (0.2%) 　(3) どちらかと

いえばない (0.3%) 　(4) 全くない (99.1%) 　無回答 (0.3%)

・コカイン ： 　(1) とてもある (0.1%) 　(2) どちらかといえばある (0.2%) 　(3) どちらかと

いえばない (0.3%) 　(4) 全くない (99.2%) 　無回答 (0.3%)

・ＭＤＭＡ ： 　(1) とてもある (0.1%) 　(2) どちらかといえばある (0.1%）　(3) どちらかと　

いえばない (0.3%) 　(4) 全くない (99.2%) 　無回答 (0.3%)

・シンナー類： 　(1) とてもある (0.2%) 　(2) どちらかといえばある (0.1%)　(3) どちらかと　

いえばない (0.3%) 　(4) 全くない (99.2%) 　無回答 (0.3%)

2. 違法薬物を手に入れることは、どの程度難しいあるいは容易ですか。

(1) 難しい (51.0%) (2) どちらかといえば難しい (17.4%) (3) どちらかといえば容易 (7.4%)  

(4) 容易 (32.3%)  無回答 (0.8%)

3. 違法薬物を入手する場合どのような方法（経路）であれば可能ですか（重複回答）。

(1) 知人 (14.6%)   (2) 売人 (路上など) (18.8%)   (3) インターネット (39.9%)   (4) その他 　

(1.8%)   (5) 入手は絶対に無理 (37.0%) 　無回答 (1.4%)

4. あなたの周りにこれまで違法薬物を使用した方がいましたか。

(1) いた (3.1%) (大麻119名  脱法ハーブ71名  覚せい剤54名  コカイン13名  MDMA7名

シンナー類113名)  (2) いなかった (93.8%)  無回答 (3.1%)

5. 今までに違法薬物の使用に誘われたことがありますか。

(1) ある (0.9%) (大麻54名　脱法ハーブ11名　覚せい剤8名　コカイン4名　MDMA1名

シンナー類8名)　(2) ない (98.3%)　無回答 (0.8%)

6. 誘われたことがある方だけに質問します。その際どうされましたか。

(1) 使用した (28名) (大麻10名 脱法ハーブ0名 覚せい剤1名 コカイン0名  MDMA0名　

シンナー類0名) (2) 使用しなかった (90名) 無回答 (3名)

7. 親しい人から違法薬物を勧められた場合どうしますか。

(1) 断る (95.2%) 　(2) どちらかといえば断る (2.9%) 　(3) どちらかといえば断らない (0.2%) 　

(4) 断らない (1.2%) 　無回答 (0.6%)

8. 以下の違法薬物の使用について正確にお答えください。

・大麻 ：(1) 使用したことがある (0.3%)　(2) 使用していない (98.7%)　無回答 (1.0%)

・脱法ハーブ：(1) 使用したことがある (0.2%)　(2) 使用していない (98.8%)　無回答 (1.0%)

・覚せい剤：(1) 使用したことがある (0.3%)　(2) 使用していない (98.8%)　無回答 (1.0%)

・コカイン：(1) 使用したことがある (0.2%)　(2) 使用していない (98.8%)　無回答 (1.0%)

・ＭＤＭＡ：(1) 使用したことがある (0.2%)　(2) 使用していない (98.8%)　無回答 (1.0%)

・シンナー類：(1) 使用したことがある (0.3%)　(2) 使用していない (98.8%)　無回答 (1.0%)

9. 使用経験がある方だけにお尋ねします。使用目的は何ですか（重複回答）。

(1) 単なる興味 (15名) (2) ストレス解消 (5名) (3) 友人(恋人)から勧められた(10名) 

(4) 勧誘を断り切れず (0名) (5) 性的興奮を得るため (0名) (6) 強引に使用させられた 

(0名)  無回答 (22名)

10. パチンコや賭けマージャン、競艇、競馬などのギャンブルをどの位しますか。

(1) ほとんどいつもする (0.7%) 　(2) しばしばする (3.0%) 　(3) ときどきする (8.3%) 　

(4) 全くしない (87.3%) 　無回答 (0.7%)

11. 喫煙について、あてはまるものを選んでください。

(1) 吸う (6.2%) 　(2) 以前吸っていたがやめた (3.4%) 　(3) 吸わない (90.0%)　

無回答 (0.4%)

12. 飲酒について、あてはまるものを選んでください。

(1) よく飲む（週４回以上） (4.3%) 　(2) 時々飲む（週１～３回） (19.6%) 　(3) たまに飲む

（週１回未満） (40.6%) 　(4) 全く飲まない (35.3%)　無回答 (0.4%)

13. 大麻草の葉の形をしたグッズ（芳香剤やシャツなど）を持っていますか。

(1) 持っている (1.0%) 　(2) 持っていない (98.3%) 　無回答 (0.6%)

14. そのようなグッズ（芳香剤やシャツなど）が大麻草を意味することを知っていましたか。

(1) 知っていた (41.9%) 　(2) 知らなかった (56.2%) 　無回答 (1.9%)

15. ピアスとタトゥーに関して、それぞれあてはまるものを選んでください。

ピアス ：(1) 耳にしている(7.7%)　(2) 耳以外にしている (0.1%)　(3) していないが, これから

してみたい (6.9%)　(4) していない, これからもしない (84.2%)　無回答 (1.1%)

タトゥー：(1) 入れている (0.2%)　(2) 入れていないが, これから入れてみたい (0.6%) 

(3) 入れていない, これからも入れない (98.0%)　無回答 (1.2%)

表1　薬物及び嗜癖関連の主な調査結果（2014年度）

なし あり

性別

　　女性 3981 (99.7%) 11 (0.3%) 5.659 0.017

　　男性 9768 (99.4%) 58 (0.6%)

課程

　　学部 8969 (99.6%) 35 (0.4%) 8.283 0.041

　　修士 3413 (99.4%) 22 (0.6%)

　　博士 1322 (99.1%) 12 (0.9%)

　　その他 74 (100.0%) 0 (0.0%)

大麻使用の興味

　　ない方 13782 (99.5%) 63 (0.5%) 39.394 0.000

　　ある方 101 (94.4%) 6 (5.6%)

脱法ハーブ使用の興味

　　ない方 13842 (99.5%) 64 (0.5%) 98.613 0.000

　　ある方 42 (89.4%) 5 (10.6%)

覚せい剤使用の興味

　　ない方 13846 (99.5%) 65 (0.5%) 69.797 0.000

　　ある方 38 (90.5%) 4 (9.5%)

コカイン使用の興味

　　ない方 13848 (99.5%) 65 (0.5%) 73.659 0.000

　　ある方 36 (90.0%) 4 (10.0%)

ＭＤＭＡ使用の興味

　　ない方 13852 (99.5%) 65 (0.5%) 85.243 0.000

　　ある方 31 (88.6%) 4 (11.4%)

シンナー類使用の興味

　　ない方 13751 (99.5%) 65 (0.5%) 99.946 0.000

　　ある方 28 (87.5%) 4 (12.5%)

違法薬物入手

　　難しい方 9485 (99.6%) 39 (0.4%) 5.193 0.023

　　容易な方 4217 (99.3%) 30 (0.7%)

周囲の違法薬物使用

　　なし 13002 (99.7%) 42 (0.3%) 241.261 0.000

　　あり 398 (94.3%) 24 (5.7%)

違法薬物使用の被勧誘経験

　　なし 13625 (99.7%) 44 (0.3%) 954.979 0.000

　　あり 94 (79.7%) 24 (20.3%)

親しい人からの違法薬物使用勧誘への対応

　　断る方 13568 (99.5%) 63 (0.5%) 5.866 0.049

　　断らない方 169 (98.3%) 3 (1.7%)

パチンコ、賭け麻雀、競艇、競馬など

　　しない 12086 (99.6%) 48 (0.4%) 51.822 0.000

　　する（ときどき以上） 1642 (98.8%) 20 (1.2%)

喫煙

　　吸わない 12906 (99.6%) 58 (0.4%) 11.479 0.003

　　吸う（現在） 840 (98.7%) 11 (1.3%)

飲酒

　　飲まない 4878 (99.7%) 14 (0.3%) 6.865 0.009

　　飲む（たまに以上） 8900 (99.4%) 55 (0.6%)

大麻草グッズ（芳香剤やＴシャツなど）の所持

　　なし 13599 (99.6%) 61 (0.4%) 51.822 0.000

　　あり 148 (95.5%) 7 (4.5%)

ピアス

　　なし 12595 (99.6%) 55 (0.4%) 9.553 0.002

　　あり 1064 (98.9%) 12 (1.1%)

タトゥー

　　なし 13619 (99.6%) 61 (0.4%) 227.481 0.000

　　あり 17 (77.3%) 5 (22.7%)

大学入学後の進学状況

　　　留年しない程度に 9807 (99.4%) 58 (0.6%) 1.347 0.447

　　　単位を取得

　　　単位取得が不十分 367 (99.5%) 2 (0.5%)

　　　（留年未定）

　　　留年（留年予定） 513 (99.0%) 5 (1.0%)

精神的健康度

　　健康 10416 (99.6%) 44 (0.4%) 1.955 0.162

　　不健康 3251 (99.4%) 20 (0.6%)

因子
違法薬物使用経験

χ
2 P

表2　違法薬物使用経験と各種因子との関係

なし
（N=13788）

あり
（N=69）
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ࡀࡳスの࢔ࣆ⪥ 1075ྡとᅽಽⓗにከࡃ，୧᪉の࢔ࣆス

ࡀ  ࠋたࡗ࠶5ྡ࡛

 

㐪ἲ⸆≀౑⏝⤒㦂ྛ࡜✀ᅉᏊࡢ࡜㛵ಀ 

Ȥ2検ᐃࡸ Fisher┤᥋☜⋡検ᐃに࡚ࡗࡼ，大㯞・⬺ἲࣁ

ーࣈ・ぬ࠸ࡏ๣・࢝ࢥイン・MDMA・ࢩンࢼー㢮のఱ

࠸ࡘの㐪ἲ薬物౑用⤒㦂に᭷意に関ಀするᅉᏊに࠿ࡽ

࡚，↓ᅇ⟅⪅を㝖࡚࠸検討ࡋたࠋᚰ⌮せᅉのࡕ࠺，࢝  ࢵ

 

 

る࠸࡚ࢀࡉタᐃࡀࢺフ࣏イン࢜ࢺ GHQ12㡯┠∧ 8,13)に

⾲ゎᯒに含めた㸦ࡶる⢭⚄ⓗ健康度ࡼ 2㸧ࠋ 

その結果，඲ᅇ⟅⪅㸦69 ྡ㸧࡛ࡣ，ᛶู㸦ዪᛶと比

ྛ，の᪉㸧࡝࡞大学㝔ࡶࡾࡼᛶ㸧，ㄢ⛬㸦学㒊⏨࡚࡭ ✀の

㐪ἲ薬物そࢀࡒࢀにࡅ࠾る薬物౑用の⯆࿡㸦࠸࡞᪉と

比࠶࡚࡭る᪉㸧，㐪ἲ薬物の入ᡭ㸦㞴࠸ࡋ᪉と比࡚࡭ᐜ

る࠶࡚࡭᪉と比࠸࡞᪉㸧，࿘ᅖの㐪ἲ薬物౑用㸦࡞᫆

᪉㸧，㐪ἲ薬物౑用の⿕່ㄏ⤒㦂㸦࠸࡞᪉と比࠶࡚࡭る 

なし あり

課程

　　学部 6257 (99.5%) 31 (0.5%) 4.046 0.257

　　修士 2550 (99.3%) 18 (0.7%)

　　博士 919 (99.0%) 9 (1.0%)

　　その他 37 (100.0%) 0 (0.0%)

大麻使用の興味

　　ない方 9745 (99.5%) 52 (0.5%) 52.702 0.000

　　ある方 91 (93.8%) 6 (6.2%)

脱法ハーブ使用の興味

　　ない方 9801 (99.5%) 53 (0.5%) 97.817 0.000

　　ある方 35 (87.5%) 5 (12.5%)

覚せい剤使用の興味

　　ない方 9804 (99.5%) 54 (0.5%) 68.678 0.000

　　ある方 32 (88.9%) 4 (11.1%)

コカイン使用の興味

　　ない方 9806 (99.5%) 54 (0.5%) 73.154 0.000

　　ある方 30 (88.2%) 4 (11.8%)

ＭＤＭＡ使用の興味

　　ない方 9810 (99.5%) 54 (0.5%) 87.041 0.000

　　ある方 25 (86.2%) 4 (13.8%)

シンナー類使用の興味

　　ない方 9813 (99.5%) 54 (0.5%) 94.053 0.000

　　ある方 23(85.2%) 4 (14.8%)

違法薬物入手

　　難しい方 6595 (99.5%) 34 (0.5%) 2.301 0.129

　　容易な方 3111 (99.2%) 24 (0.8%)

周囲の違法薬物使用

　　なし 9196 (99.6%) 35 (0.4%) 181.057 0.000

　　あり 308 (93.9%) 20 (6.1%)

違法薬物使用の被勧誘経験

　　なし 9633 (99.6%) 38 (0.4%) 572.935 0.000

　　あり 84 (81.6%) 19 (18.4%)

親しい人からの違法薬物使用勧誘への対応

　　断る方 9611 (99.5%) 53 (0.5%) 7.631 0.033

　　断らない方 120 (97.6%) 3 (2.4%)

パチンコ、賭け麻雀、競艇、競馬など

　　しない 8140 (99.5%) 38 (0.5%) 13.921 0.000

　　する（ときどき以上） 1584 (98.8%) 20 (1.2%)

喫煙

　　吸わない 8969 (99.5%) 47 (0.5%) 9.559 0.006

　　吸う（現在） 772 (98.6%) 11 (1.4%)

飲酒

　　飲まない 3280 (99.7%) 11 (0.3%) 5.542 0.019

　　飲む（たまに以上） 6482 (99.3%) 47 (0.7%)

大麻草グッズ（芳香剤やＴシャツなど）の所持

　　なし 9618 (99.5%) 51 (0.5%) 52.912 0.000

　　あり 120 (94.5%) 7 (5.5%)

ピアス

　　なし 9437 (99.5%) 50 (0.5%) 21.751 0.001

　　あり 242 (97.2%) 7 (2.8%)

タトゥー

　　なし 9658 (99.5%) 52 (0.5%) 276.489 0.000

　　あり 10 (66.7%) 5 (33.3%)

大学入学後の進学状況

　　　留年しない程度に 6842 (99.3%) 46 (0.7%) 0.453 0.746

　　　単位を取得

　　　単位取得が不十分 291 (99.3%) 2 (0.7%)

　　　（留年未定）

　　　留年（留年予定） 419 (99.1%) 4 (0.9%)

精神的健康度

　　健康 7515 (99.5%) 35 (0.5%) 5.018 0.025

　　不健康 2172 (99.1%) 19 (0.9%)

因子
違法薬物使用経験

χ
2 P

表3　男性の違法薬物使用経験と各種因子との関係

なし あり

課程

　　学部 2712 (99.9%) 4 (0.1%) 6.040 0.074

　　修士 863 (99.5%) 4 (0.5%)

　　博士 403 (99.3%) 3 (0.7%)

　　その他 37 (100.0%) 0 (0.0%)

大麻使用の興味

　　ない方 3998 (99.7%) 11 (0.3%) 0.028 1.000

　　ある方 10 (100.0%) 0 (0.0%)

脱法ハーブ使用の興味

　　ない方 4002 (99.7%) 11 (0.3%) 0.019 1.000

　　ある方 7 (100.0%) 0 (0.0%)

覚せい剤使用の興味

　　ない方 4003 (99.7%) 11 (0.3%) 0.016 1.000

　　ある方 6 (100.0%) 0 (0.0%)

コカイン使用の興味

　　ない方 4003 (99.7%) 11 (0.3%) 0.016 1.000

　　ある方 6 (100.0%) 0 (0.0%)

ＭＤＭＡ使用の興味

　　ない方 4003 (99.7%) 11 (0.3%) 0.016 1.000

　　ある方 6 (100.0%) 0 (0.0%)

シンナー類使用の興味

　　ない方 4004 (99.7%) 11 (0.3%) 0.014 1.000

　　ある方 5 (100.0%) 0 (0.0%)

違法薬物入手

　　難しい方 2890 (99.8%) 5 (0.2%) 3.950 0.083

　　容易な方 1106 (99.5%) 6 (0.5%)

周囲の違法薬物使用

　　なし 3806 (99.8%) 7 (0.2%) 54.173 0.000

　　あり 90 (95.7%) 4 (4.3%)

違法薬物使用の被勧誘経験

　　なし 3990 (99.8%) 6 (0.2%) 601.662 0.000

　　あり 10 (66.7%) 5 (33.3%)

親しい人からの違法薬物使用勧誘への対応

　　断る方 3957 (99.7%) 10 (0.3%) 0.124 1.000

　　断らない方 49 (100.0%) 0 (0.0%)

パチンコ、賭け麻雀、競艇、競馬など

　　しない 3946 (99.7%) 10 (0.3%) 0.147 1.000

　　する（ときどき以上） 58 (100.0%) 0 (0.0%)

喫煙

　　吸わない 3937 (99.7%) 11 (0.3%) 0.190 1.000

　　吸う（現在） 68 (100.0%) 0 (0.0%)

飲酒

　　飲まない 1598 (99.8%) 3 (0.2%) 0.718 0.543

　　飲む（たまに以上） 2418 (99.7%) 8 (0.3%)

大麻草グッズ（芳香剤やＴシャツなど）の所持

　　なし 3981 (99.7%) 10 (0.3%) 0.070 1.000

　　あり 28 (100.0%) 0 (0.0%)

ピアス

　　なし 3158 (99.9%) 5 (0.2%) 5.258 0.001

　　あり 822 (99.4%) 5 (0.6%)

タトゥー

　　なし 3961 (99.8%) 9 (0.2%) 0.016 1.000

　　あり 7 (100.0%) 0 (0.0%)

大学入学後の進学状況

　　　留年しない程度に 2965 (99.7%) 10 (0.3%) 1.630 0.460

　　　単位を取得

　　　単位取得が不十分 76 (100.0%) 0 (0.0%)

　　　（留年未定）

　　　留年（留年予定） 94 (98.9%) 1 (1.1%)

精神的健康度

　　健康 2901 (99.7%) 9 (0.3%) 1.479 0.305

　　不健康 1079 (99.9%) 1 (0.1%)

因子
違法薬物使用経験

表4　女性の違法薬物使用経験と各種因子との関係

χ
2 P

なし
（N=9768）

なし
（N=4020）

あり
（N=58）

あり
（N=11）
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᪉㸧，ぶ࠸ࡋேࡽ࠿の㐪ἲ薬物౑用の່ㄏ࡬のᑐᛂ㸦᩿

る᪉と比࠸࡞ࡽ᩿࡚࡭᪉㸧，ࢠャンࣝࣈ⩦័㸦࠸࡞ࡋ᪉

と比࡚࡭する᪉㸧，ႚ↮⩦័㸦྾࠸࡞ࢃ᪉と比࡚࡭྾࠺

᪉㸧，㣧㓇⩦ 㸦័㣧࠸࡞ࡲ᪉と比࡚࡭㣧ࡴ᪉㸧，大㯞ⲡࢢ

᪉࠸࡞ス㸦࢔ࣆ，る᪉㸧࠶࡚࡭᪉と比࠸࡞のᡤᣢ㸦ࢬࢵ

と比࠶࡚࡭る᪉㸧，タࢗࢺー㸦࠸࡞᪉と比࠶࡚࡭る᪉㸧

࠸࡚ࡋ᭷意に㐪ἲ薬物の౑用⤒㦂と関連ࢀࡒࢀそ，ࡀ

た࢔ࣆ，࠾࡞ࠋスに関ࡣ࡚ࡋ，⪥と⪥௨እの࣎࢕ࢹにศ

ࡀࡳスの࢔ࣆ࢕ࢹのの，⪥௨እの࣎ࡶたࡡᑜ࡚ࡅ 11ྡ，

୧᪉の࢔ࣆスの 5 ྡとే࢔ࣆ࢕ࢹ࣎ࡶ࡚ࡏスࡀ඲య࡛

16 ྡに㐣ࡗ࠿࡞ࡂたࠋそのため，࣎࢔ࣆ࢕ࢹスࣆ⪥ࡣ

 ࠋたࡗ⾜ゎᯒを࡚ࡏスとే࢔

⏨ዪูのゎᯒ࡛ࡣ，⏨ᛶ㸦58 ྡ㸧ࡣ඲ᑐ㇟⪅とྠᵝ

，ࡃ࡞ࡣ᭷意࡛ࡀ㐪ἲ薬物の入ᡭࡸ⛬㐣，ࡾ࠶結果࡛࡞

㏫に⢭⚄ⓗ健康度㸦健康࡞᪉と比࡚࡭୙健康࡞᪉㸧ࡀ᭷

意に㐪ἲ薬物౑用⤒㦂と関連࠸࡚ࡋた㸦⾲ 3㸧ࠋዪᛶ㸦11

ྡ㸧࡛ ࿘ᅖの㐪ἲ薬物౑用，㐪ἲ薬物౑用の⿕່ㄏ，ࡣ

⤒㦂，࢔ࣆスࡀ᭷意に㐪ἲ薬物౑用⤒㦂と関連࠸࡚ࡋ

た㸦⾲ 4㸧ࠋ 

 

 

㐪ἲ⸆≀౑⏝⤒㦂࡜ᚰ⌮せᅉࡢ࡜㛵ಀ 

 㐪ἲ薬物౑用⤒㦂とᚰ⌮せᅉとの関ಀを調࡭るため

に，ྠᵝ࡞ఱ࠿ࡽの㐪ἲ薬物౑用の᭷↓とᒾబࡽの日

本ㄒ∧ࢯࠕーࢩャ ᑻ度ࢺー࣏ࢧࣝ・ 5ࠖ)，Mimura & Griffiths

の日本ㄒ∧⮬ᑛឤ᝟ᑻ度 10,12)，㕥ᮌとᮌ㔝にࡼるከḟ元

ඹឤᛶᑻ度㸦MES㸧の⿕ᙳ㡪ᛶᑻ度 7)，⢭⚄ⓗ健康度を

⾲す General Health Questionnaire (GHQ) の 12㡯┠∧ 8)

との関ಀに࡚࠸ࡘ，↓ᅇ⟅⪅を㝖࡚࠸ t検ᐃ࡛検討ࡋたࠋ 

ᮍ౑ࡀ㐪ἲ薬物౑用⤒㦂⪅の᪉，ࡣのゎᯒ࡛ࡽࢀࡇ 

用⪅と比࡚࡭，♫఍ⓗ支援ࡸ⿕ᙳ㡪ᛶࡀపࡶ࠸のの᭷

意࡛ࡃ࡞ࡣ，⮬ᑛឤ᝟ࡣ᭷意にపࡃ，⢭⚄ⓗ健康度ࡣ୙

Ⰻ࡛࠶るഴྥࡀㄆめࢀࡽた㸦⾲ 5㸧ࠋ 

 ⏨ዪูのゎᯒ࡛ࡣ，⏨ᛶの㐪ἲ薬物౑用⤒㦂⪅ࡣ඲

ᑐ㇟⪅と㢮ఝࡋたഴྥࢀࡽࡳࡀたࡀ，⢭⚄ⓗ健康度ࡣ

᭷意に୙Ⰻ࡛ࡗ࠶た㸦⾲ 6㸧ࠋዪᛶ࡛ࡣ，㐪ἲ薬物౑用

⤒㦂⪅ࡀᑡᩘ࡛ࡶࢀࡎ࠸，ࡾ࠶᭷意࡞関連ࡗ࠿࡞ࡣた

㸦⾲ 7㸧ࠋ 

 

2012ᖺᗘ࡜ 2014ᖺᗘࡢ୺࡞ㄪᰝ⤖ᯝࡢẚ㍑ 

 2012 年度 2)と 2014 年度の調査࡛ඹ㏻する㡯┠ࡽ࠿，

୧年度の結果の比較を⾜ࡗた㸦⾲ 8㸧ࠋ 

その結果，௒ᅇの 2014年度の調査࡛2012，ࡣ年度と

比較࡚ࡋ，ゎᯒᑐ㇟⪅ࡗ࠶࡛ᩘྠࡰ࡯ࡣたࡀ，大㯞・⬺

ἲࣁーࣈ・ぬ࠸ࡏ๣・࢝ࢥイン・MDMAのఱ࠿ࡽの㐪

ἲ薬物౑用⪅ࡀ ࡽ࠿114ྡ ࠸࡚ࡋと᭷意にῶᑡ࡬66ྡ

たࠋ㐪ἲ薬物の⯆࿡ࡸࡸࡶపୗࡀㄆめࢀࡽたࠋ㐪ἲ薬物

の入ᡭࡀᑡࡶ࡛ࡋᐜ᫆とᛮࡸ⪅࠺࿘ᅖの㐪ἲ薬物౑用

່⿕㐪ἲ薬物౑用の，ࡋ࠿ࡋࠋた࠸࡚ࡋ᭷意にቑຍࡣ⪅

ㄏ⤒㦂⪅ࡣ㍍度ῶᑡࡾ࠾࡚ࡋ，ぶ࠸ࡋேࡽ࠿の㐪ἲ薬

物౑用の່ㄏをᑡࡀ⪅࠸࡞ࡽ᩿ࡶ࡛ࡋ᭷意にῶᑡ࡚ࡋ

 ᭷意にࡶࢀࡎ࠸ࡣ⪅័⩦ႚ↮・㣧㓇・ࣝࣈャンࢠࠋた࠸

因子 違法薬物未使用⪅ 違法薬物使用経験⪅ 㼠 ್ P

♫఍的ᨭ᥼ 71.3±149.7        69.4±230.4        -1.301 0.193

⮬ᑛឤ᝟ 27.1±30.5        25.8±27.3        -2.005 0.045

被ᙳ㡪性 14.6±12.9        14.5±9.5        -0.309 0.758

精神的健康度 2.1±7.3        2.7±11.0        1.717 0.086

ᖹᆒ㼼ᶆ‽೫ᕪ

表5　違法薬物使用経験とᚰ理せ因との関係

因子 違法薬物未使用⪅ 違法薬物使用経験⪅ 㼠 ್ P

♫఍的ᨭ᥼ 70.1±159.4        68.4±239.7        -1.013 0.311

⮬ᑛឤ᝟ 27.2±30.9         25.4±28.1        -2.481 0.013

被ᙳ㡪性 14.4±13.1        14.6±9.2        0.370 0.712

精神的健康度 2.0±7.2        2.8±11.6        2.244 0.025

ᖹᆒ㼼ᶆ‽೫ᕪ

表6　男性における違法薬物使用経験とᚰ理せ因との関係

因子 違法薬物未使用⪅ 違法薬物使用経験⪅ 㼠 ್ P

♫఍的ᨭ᥼ 74.4±113.3        75.2±153.7        0.240 0.810

⮬ᑛឤ᝟ 26.1±29.7        27.9±19.1        0.587 0.557

被ᙳ㡪性 15.1±12.2        13.8±12.0        -1.190 0.234

精神的健康度 2.3±7.5         1.8±8.0        -0.549 0.583

ᖹᆒ㼼ᶆ‽೫ᕪ

表7　女性における違法薬物使用経験とᚰ理せ因との関係

因子 2012年 2014年度 χ2 P

解ᯒ対㇟⪅（回཰⋡） 13960名（98.8%） 13993名（98.8%） 0.268 0.605

違法薬物使用経験⪅ 114名（0.8%） 66名（0.5%） 12.997 0.000

各種違法薬物使用の興味がᑡしでもある⪅䠆 0.4%～1.0% 0.3%～0.8% 

違法薬物の入手がᑡしでも容易な⪅ 3342名（24.1%） 4295名（30.9%） 163.232 0.000

周囲の違法薬物使用⪅ 250名（1.8%） 427名（3.3%） 51.141 0.000

違法薬物使用の被勧誘経験⪅ 133名（1.0%） 121名（0.9%） 0.930 0.335

違法薬物使用の勧誘をᑡしでも断らない⪅ 226名（1.6%） 172名（1.2%） 7.370 0.007

ギャンブル⩦័がある⪅（時々まで） 2387名（17.2%） 1679名（12.1%） 145.084 0.000

喫煙⪅（現在） 1018名（7.3%） 863名（6.2%） 14.083 0.000

飲酒⪅（たまの飲酒まで） 9447名（68.0%） 9025名（64.6%） 34.648 0.000

大麻草グッズ所持⪅ 296名（2.2%） 159名（1.1%） 46.174 0.000

ピアスをしている⪅ 1261名（9.0%） 1087名（7.7%） 14.529 0.000

タトゥ䠉をしている⪅ 33名（0.2%） 25名（0.2%） 1.078 0.299

表8  2012年度と2014年度の主な調査結果のẚ㍑

䠆大麻、脱法ハーブ、覚せい剤、コカイン、MDMA
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ῶᑡࡾ࠾࡚ࡋ，大㯞ⲡࢬࢵࢢのᡤᣢ⪅，࢔ࣆスの⿦㣭⪅

，ࡀたࡗ࠿࡞ࡣた，᭷意࡛ࡲࠋた࠸࡚ࡗ࡞ࡃ࡞᭷意にᑡࡶ

タࢗࢺーを࠸࡚ࡋる⪅ࡀῶᑡ࠸࡚ࡋたࠋ 

 その௚，GHQ12㡯┠∧のGoldbergᚓⅬࡳࡽ࠿た⢭⚄

ⓗ健康度に関2012，ࡶ࡚ࡋ年の඲ᑐ㇟⪅の 2.2 ± 7.6㸦ᖹ

ᆒ ± ᶆ‽೫ᕪ㸧と比2014，࡚࡭年࡛ࡣ 2.1 ± 7.3と᭷意

にపୗࡾ࠾࡚ࡋ㸦t=-3.4, P<0.1㸧，2014年の⢭⚄ⓗ健康度

 ࠋた࠸࡚ࡗ࡞Ⰻዲとࡣ

 

ከ㔜ࣟࢡࢵ࢕ࢸࢫࢪᅇᖐศᯒࡿࡼ࡟㐪ἲ⸆≀౑⏝⤒㦂

 㛵㐃せᅉࡢ࡜

大㯞・⬺ἲࣁーࣈ・ぬ࠸ࡏ๣・࢝ࢥイン・MDMA・ࢩ

ンࢼー㢮のఱ࠿ࡽの㐪ἲ薬物౑用⤒㦂の᭷↓をᚑᒓኚ

ᩘ，Ȥ2検ᐃࡸ Fisher┤᥋☜⋡検ᐃ，࠶るࡣ࠸ t検ᐃ࡛ఱ

の㐪ἲ薬物౑用⤒㦂との関連ഴྥ㸦P<0.1㸧を᭷す࠿ࡽ

るᅉᏊを⊂❧ኚᩘとするከ㔜ࣟࢪスࢡࢵ࢕ࢸᅇᖐศᯒ

，る᪉㸧࠶࡚࡭᪉と比࠸࡞࿘ᅖの㐪ἲ薬物౑用㸦，ࡣ࡛

㐪ἲ薬物౑用の⿕່ㄏ⤒㦂㸦࠸࡞᪉と比࠶࡚࡭る᪉㸧，

タࢗࢺー㸦࠸࡞᪉と比࠶࡚࡭る᪉㸧㸧ࡀ᭷意にఱ࠿ࡽの

㐪ἲ薬物౑用⤒㦂と関連࠸࡚ࡋた㸦⾲ 9㸧࢔ࣆ，࠾࡞ࠋ

スࡣ，࣎ ࢔ࣆ⪥，たためࡗ࠶ᑡᩘ࡛ࡀ⪅ス⿦㣭࢔ࣆ࢕ࢹ

ス⿦㣭⪅とే࢔ࣆ，࡚ࡏス࠶ࡀる⪅とࡋたࠋ 

⏨ᛶ࡛ࡣ，そࡋ࠺た㡯┠にຍ࡚࠼，⢭⚄ⓗ健康度㸦健

康࡞᪉と比࡚࡭୙健康࡞᪉㸧ࡀ᭷意に㐪ἲ薬物౑用⤒

㦂と関ಀ࠸࡚ࡋたࡀ，ዪᛶ࡛ࡣ，㐪ἲ薬物౑用の⿕່ㄏ

⤒㦂のࡀࡳ㐪ἲ薬物౑用⤒㦂に関連࠸࡚ࡋた㸦⾲ 10,11㸧ࠋ 

 

⪃ᐹ 

௒ᅇの調査࡛ࡣ，大㯞・⬺ἲࣁーࣈ・ぬ࠸ࡏ๣・࢝ࢥ

イン・MDMA・ࢩンࢼー㢮の㐪ἲ薬物౑用⤒㦂⪅ࡣ 69

㸦ྡ0.5%㸧࡛ ⱝᖸࡀ⪅の౑用⤒㦂ࡅࡔー㢮ࢼンࢩ，ࡾ࠶

Ꮡᅾ࠸࡚ࡋるࡶのの，๓ᅇ 2012年の調査結果 2)と比࡭

࡚౑用⤒㦂⪅ᩘࡀῶᑡ࠸࡚ࡋたࠋ๓ᅇの報࿌࡛♧ࡋた

௚の大学生，࡞࠺ࡼ ఫẸ⯡୍ࡸ(14 15)の調査にࡅ࠾る౑

用⤒㦂⋡と比࡚࡭ᑡ࠸࡞๭ྜ࡛࠶るࡋ࠺ࡇࠋたῶᑡの

ために，㐪ἲ薬物౑用⤒㦂と᭷意に関連するᅉᏊࡣᑡ

にዪᛶ㸦11ྡ㸧࡛≉，ࡃ࡞ そのഴྥࡀ㢧ⴭ࡛ࡗ࠶たࡀ，

๓ᅇの調査と比較するために௒ᅇࡶゎᯒを⾜ࡗたࠋ 

その㐪ἲ薬物౑用⤒㦂に関連する，Ȯ2検ᐃと Fisher

検ᐃにࡼるᅉᏊࡣ，ᛶู，㐣⛬，㐪ἲ薬物౑用の⯆࿡，

㐪ἲ薬物の入ᡭ，࿘ᅖの㐪ἲ薬物౑用，㐪ἲ薬物౑用の

⿕່ㄏ⤒㦂，ぶ࠸ࡋேࡽ࠿の㐪ἲ薬物౑用の່ㄏ࡬の

ᑐᛂ，ࢠャンࣈ ・ࣝႚ↮・㣧㓇⩦័，大㯞ࢬࢵࢢのᡤᣢ，

㐪ἲ薬物，ࡣt検ᐃ࡛ࠋたࡗ࠶࡛࡝࡞ーࢗࢺタࡸス࢔ࣆ

౑用⤒㦂⪅ࡀᮍ౑用⪅と比࡚࡭⮬ᑛឤ᝟ࡀ᭷意にపࡃ，

⢭⚄ⓗ健康度ࡣ୙Ⰻ࡛࠶るഴྥࡀㄆめࢀࡽたࡽࢀࡇࠋ

のᛶู検討࡛ࡣ，学生ᩘࡀከ࠸⏨ᛶのഴྥを୺に཯ᫎ

⪅ᛶの㐪ἲ薬物౑用⤒㦂⏨ࡣ⢭⚄ⓗ健康度，ࡾ࠾࡚ࡋ

࡛᭷意に୙Ⰻ࡛ࡗ࠶たࠋዪᛶ࡛ࡣ࿘ᅖの㐪ἲ薬物౑用，

㐪ἲ薬物౑用の⿕່ㄏ⤒㦂，࢔ࣆスのࡀࡳ㐪ἲ薬物౑

用⤒㦂に関ಀ࠸࡚ࡋたࠋ๓ᅇの調査 ャンࢠዪᛶのࡣ࡛(2

୙ᅾ࡛ࡀ⪅័⩦そのࡣ௒ᅇ，ࡀたࢀࡽㄆめࡀ័⩦ࣝࣈ

 ࠋたࡗ࠿࡞࠸࡚ࢀࡲたため含ࡗ࠶

୍᪉，ከ㔜ࣟࢪスࢡࢵ࢕ࢸᅇᖐศᯒ࡛ࡣ，࿘ᅖの㐪ἲ

薬物౑用，㐪ἲ薬物౑用の⿕່ㄏ⤒㦂，タࢗࢺーࡀ㐪ἲ

薬物౑用⤒㦂に関ಀ࠸࡚ࡋたࠋ⏨ᛶ࡛ࡽࡉࡣに⢭⚄ⓗ

健康度ࡶ関୚࠸࡚ࡋたࡀ，ዪᛶࡣ㐪ἲ薬物౑用の⿕່

ㄏ⤒㦂ࡀࡅࡔ᭷意࡞ᅉᏊと࡚ࡋᢳฟࢀࡉ，ゎᯒᑐ㇟⪅

ࡇる࡞␗ࡀᅉᏊ࡚ࡗࡼᛶูに，࡚࠼とにຍࡇ࠸࡞ᑡࡀ

とࡶ♧၀ࢀࡉたࠋ 

2012年 2)と 2014年の調査の比較࡛ࢩ，ࡶンࢼー㢮を

㝖ࡃ௚の✀㢮のఱ࠿ࡽの㐪ἲ薬物౑用⤒㦂⪅の実ᩘࡣ

66 㸦ྡ0.5%㸧࡛ ࡾࡣࡸ，ࡾ࠶ 2012年度の 114 㸦ྡ0.8%㸧

と比ࡾ࡞࠿࡚࡭ῶᑡࡋ，X 大学にࡅ࠾る大学生の薬物

　　　　　　との関連せ因

䜸ッズẚ

（95% ಙ㢗༊㛫）

周囲の違法薬物使用 1.110 0.464 3.034 0.017

（なし㻛あり） （1.221䠉7.540）

違法薬物使用の被勧誘経験 3.525 0.466 33.957 0.000

（なし㻛あり） （13.612䠉84.708）

タトゥ䠉 3.638 0.824 37.998 0.000

（なし㻛あり） （7.559䠉191.009）

表9　ከ重䝻ジス䝔䜱ッ䜽回ᖐ分ᯒによる違法薬物使用経験

（㻺㻩13049、㻺㼍㼓㼑㼘㼗㼑㼞㼗㼑の㻾
2
㻦 0.210）

ኚᩘ ೫回ᖐ係ᩘ ᶆ‽ㄗᕪ P

　　　　　　　 使用経験との関連せ因

䜸ッズẚ

（95% ಙ㢗༊㛫）

周囲の違法薬物使用 1.426 0.472 4.164 0.003

（なし㻛あり） （1.650䠉10.505）

違法薬物使用の被勧誘経験 2.751 0.498 15.664 0.000

（なし㻛あり） （5.899䠉41.596）

タトゥ䠉 3.970 0.826 52.973 0.000

（なし㻛あり） （8.620䠉325.532）

精神的健康度 0.744 0.308 2.104 0.016

（健康㻛不健康） （1.150䠉3.849）

表10　ከ重䝻ジス䝔䜱ッ䜽回ᖐ分ᯒによる男性の違法薬物

（㻺㻩9356、㻺㼍㼓㼑㼘㼗㼑㼞㼗㼑の㻾
2
㻦 0.178）

ኚᩘ ೫回ᖐ係ᩘ ᶆ‽ㄗᕪ P

              使用経験との関連せ因

䜸ッズẚ

（95% ಙ㢗༊㛫）

違法薬物使用の被勧誘経験 5.648 0.727 283.630 0.000

（なし㻛あり） （68.268䠉1178.388）

表11　ከ重䝻ジス䝔䜱ッ䜽回ᖐ分ᯒによる女性の違法薬物

（㻺㻩3848、㻺㼍㼓㼑㼘㼗㼑㼞㼗㼑の㻾
2
㻦 0.244）

ኚᩘ ೫回ᖐ係ᩘ ᶆ‽ㄗᕪ P
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大学生の薬物乱用に関する意識，実態とその背景 第 �報：����年度の結果との比較検討を含めた ����年度の調査 
 

 

乱用ഴྥࡀపୗ࠸࡚ࡋたࠋ⏨ᛶ㸦92ྡࡽ࠿ ࡶ㸧࡬55ྡ

ᑡ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ࡞たࡀ，ዪᛶ㸦22ྡࡽ࠿ 㸧の౑用࡬11ྡ

⪅のῶᑡࡀⴭࡗ࠿ࡋたࠋ 

そࡋ࠺た㐪ἲ薬物౑用⤒㦂⪅のῶᑡのため࠿，ከ㔜

ー㢮を含めたࢼンࢩるࡼᅇᖐศᯒにࢡࢵ࢕ࢸスࢪࣟ 69

ྡの㐪ἲ薬物౑用⤒㦂と᭷意に関連するせᅉࡣ，࿘ᅖ

の㐪ἲ薬物౑用⪅のᏑᅾ，㐪ἲ薬物౑用の⿕່ㄏ⤒㦂，

タࢗࢺーࡗ࠶࡛ࡅࡔたࠋす2012，ࡕࢃ࡞ 年度の調査結

果 ᥮ゝす，ࡀた࠸࡚ࡋపୗࡀィ学ⓗ検ฟຊ⤫ࡶࡾࡼ (2

ࡣのᅉᏊࡽࢀࡇ，ࡤࢀ 2012 年と 2014 年のࡽࡕ࡝の調

査࡛ࡶᙉᅛに薬物乱用と関連࠸࡚ࡋるࡇとを♧၀する

 ࠋるࢀࡽ࠼⪄ࡶのとࡶ

㐪ἲ薬物౑用⤒㦂⪅ࡀῶᑡࡋた⌮⏤と2012，ࡣ࡚ࡋ

年の調査 2)࡛の㐪ἲ薬物౑用⤒㦂⪅ࡀᑡࡎࡽ࠿࡞༞ᴗ

薬物乱用のቑຍにక，࡚࠼とにຍࡇる࠶ࡀたྍ⬟ᛶࡋ

る薬物乱用㜵ࡅ࠾大学にࡸた㧗ᰯ௨๓ࡗ࡞にࢇ┒࡚ࡗ

Ṇᩍ⫱ࡀຌをዌࡋ，薬物乱用࡬の関ᚰࡀᕼⷧ໬࠸࡚ࡋ

たࡇとࡀ᥎ ࢀࡉる2012ࠋ年と 2014年の調査にࡅ࠾る

㐪ἲ薬，ࡣ௒ᅇの調査࡛，࡚࠸࠾㉁ၥ㡯┠の比較にࡌྠ

物入ᡭのᐜ᫆ࡸࡉ࿘ᅖの౑用⪅ࡣቑຍ࠸࡚ࡋたࡶのの，

㐪ἲ薬物౑用の⯆࿡ࡸࡸࡀపୗ࠸࡚ࡋるࡇとࡸ，ぶࡋ

，࠸࡞ࡽ᩿ࡶ࡛ࡋの㐪ἲ薬物౑用の່ㄏをᑡࡽ࠿ே࠸

ࣆ，のᡤᣢࢬࢵࢢႚ↮・㣧㓇⩦័，大㯞ⲡ・ࣝࣈャンࢠ

の㐪ἲ薬物౑用の༴㝤࡝࡞る⿦㣭ࡼーにࢗࢺス・タ࢔

ᅉᏊのಖ᭷⪅ࡀᑡ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ࡞たࡇとࡅࡎ࡞࠺ࡶࡽ࠿

る2012ࠋ年と比࡚࡭ 2014年の⢭⚄ⓗ健康度ࡀⰋዲ࡛࠶

 ࠋたྍ⬟ᛶを支ᣢするࡋ࠺そ，ࡶとࡇたࡗ

ูの⌮⏤と2014 ，ࡣ࡚ࡋ年の調査ᙜ᫬の大学生のከ

⯆の࡬薬物乱用の♫఍ၥ㢟໬のために㐪ἲ薬物，ࡀࡃ

࿡ࡸ౑用を⮬⢔࠸࡚ࡋたྍ⬟ᛶࢀࡽ࠼⪄ࡶるࠋ♫఍᝟

ໃの୍౛と࡚ࡋ，⬺ἲ㸦༴㝤㸧ࢻラࢢࢵ౑用のቑຍを背

景と࡚ࡋ᪂た࡞乱用薬物の᰿⤯をᅗるために，2014 年

4月 1日ࡽ࠿ᣦᐃ薬物の㍺入〇㐀，㈍኎࡝࡞にຍ࡚࠼，

ᡤᣢ，౑用，㉎入，ㆡࡅཷࡾにࡶ࡚࠸ࡘ⚗Ṇࡋ，㐪཯ࡋ

たሙྜࡣ 3 年௨ୗのᠬᙺཪࡣ 300 ୓෇௨ୗの⨩㔠ཪࡣ

ే科ࢀࡉ࡞ࡀるࡇとにࡗ࡞た 薬ࡀ背景࡞࠺ࡼのࡇࠋ(16

物乱用をᢚไする᪉ྥにస用ࡋたࡇとࢀࡽ࠼⪄ࡶるࠋ 

その௚，௒ᅇの調査࡛ࡣ㐪ἲ薬物ྡを≉ᐃ࡚ࡋᑜࡡ

たために，正┤にᅇ⟅するࡇとに㌋㌉ࡋたྍ⬟ᛶࡶ᏶

඲にྰࡣᐃ࡛ࠋ࠸࡞ࡁ 

௒ᅇ᪂たに実᪋ࡋたලయⓗ࡞㐪ἲ薬物౑用に関する

調査࡛ࡣ，大㯞の౑用ࡶ᭱ࡀከࡃ，MDMAࡸ⬺ἲࣁー

の௚࡝࡞ー㢮ࢼンࢩ，イン࢝ࢥ，๣࠸ࡏを含め࡚，ぬࣈ

の薬物の౑用ࡣ比較ⓗᑡࡗ࠿࡞たࠋそのため，大学生࡛

ࠋとを♧၀するࡇる࠶㐪ἲ薬物࡛࡞㌟㏆ࡶ᭱ࡀ大㯞ࡣ

ྜྷ本 ，ࡕ࠺の薬物஦≢࡛の検ᣲ⪅の࡛ࡲ2008年，ࡶ(17

㟷ᑡ年ࡀ༨める๭ྜࡣぬ࠸ࡏ๣ࡶࡾࡼ大㯞の᪉ࡀከࡃ，

2001 年௨㝆大学生の大㯞検ᣲ⪅ᩘࡀぬ࠸ࡏ๣検ᣲ⪅ᩘ

をୖᅇ࠸࡚ࡗるࡇとを報࿌࠸࡚ࡋるࠋ 

㐪ἲ薬物౑用の┠ⓗにࡶ࡚࠸ࡘ௒ᅇ調査ࡋたࠕ，ࡀ༢

る⯆࿡࡞ ࠸ḟ，ࡃከࡶ᭱ࡀࠖ め່ࡽ࠿཭ே㸦ᜊே㸧ࠕ࡛

࡚ࢀࡽ スゎᾘࣞࢺスࠕࠖ， のࠖ㡰࡛ࡗ࠶たࠋ⢭⚄ಖ健◊✲

ᡤ薬物౫Ꮡ◊✲㒊ࡀ 2017年に実᪋ࡋた඲ᅜ調査 15)に࠾

ࡀ薬物に⯆࿡ࠕ，࡚ࡋと⏤⌮࠸࡞ࡀ薬物౑用⤒㦂，࡚࠸

ࡽ࠿࠸࡞ ࡀࠖ 77.2%と᭱ከ࡛ࡗ࠶たࡀ，௒ᅇの結果ࡇࡣ

ࠋるྷྜ࠶の࡛ࡶるࡅ⿬௜ࡽ࠿を㏫の❧ሙࢀ 本 ࡏぬ，ࡶ(17

ࡀの㐪ἲ意識࡬ἲᚊࡣ大㯞乱用࡛，࡚࡭๣乱用と比࠸

పࡀ⪅࠸ከࡇ࠸と，౑用࡬のዲወᚰをᢪࡀ⪅ࡃከࡃ，≉

に大学生࡛ቑຍ࠸࡚ࡋるࡇとをᣦ᦬࠸࡚ࡋるࡋ࠺ࡇࠋ

たࠕ༢࡞る⯆࿡ をࠖᢪ࠸࡞ࡏ࠿ためにࡣ，ᚰ⌮㠃ࡶ⪃៖

 ࠋる࠶㔜せ࡛ࡀとࡇるࡏࡉた薬物乱用㜵Ṇᩍ⫱をᚭᗏࡋ

タࢗࢺー࢔ࣆࡸス，大㯞ⲡࢬࢵࢢのᡤᣢ，ࢠャンࣈ

ࣝ・ႚ↮⩦័ࡀ࡝࡞௒ᅇの調査࡛ࡶ㐪ἲ薬物౑用に関

連するせᅉと࡚ࡋㄆめࢀࡽる࠿ྰ࠿に関ࡎ࠸，ࡣ࡚ࡋ

Ȯ2検ᐃとࡶࢀ Fisher検ᐃ࡛㐪ἲ薬物౑用⤒㦂と᭷意に

関連࠸࡚ࡋたࡋ࠿ࡋࠋ，ከ㔜ࣟࢪスࢡࢵ࢕ࢸᅇᖐศᯒ࡛

ࠋたࢀࡉᢳฟ࡚ࡋ関連ᅉᏊと࡞᭷意ࡀࡅࡔーࢗࢺタ，ࡣ

㐪ἲ薬物ࡸのᅉᏊを᭷する⪅のῶᑡࢀࡒࢀそ，ࡣࢀࡇ

౑用⤒㦂⪅のῶᑡにࡼる，⤫ィ学ⓗ検ฟຊのపୗに㉳

ᅉする࠺ࡼにゎࢀࡉ，タࢗࢺー௨እࡀ㐪ἲ薬物౑用⤒

㦂の༴㝤ᅉᏊ࡛࠶るࡇとྰࡀᐃࢀࡉるࡶの࡛ࠋ࠸࡞ࡣ 

࠶ᑡᩘ࡛ࡀ⪅ス⿦㣭࢔ࣆ࢕ࢹ࣎，ࡣ࡚ࡋスに関࢔ࣆ

⡿ᅜ࡛ࠋたࡗ⾜ゎᯒを࡚ࡏスとే࢔ࣆ⪥，ࡽ࠿とࡇたࡗ

ࢻーࣁ，ࡕーにఝた意࿡をᣢࢗࢺタࡀス࢔ࣆ࢕ࢹ࣎ࡣ

ᣦ᦬ࡀとࡇる࠸࡚ࡋに関連࡝࡞ẅ⮬ࡸ薬物乱用࡞ ࡉ(9

スの㐪ἲ薬物࢔ࣆ࢕ࢹ࣎ࡣ௒ᅇの調査࡛，ࡀる࠸࡚ࢀ

乱用に関する検討ࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡣたࠋ 

㐪ἲ薬物౑用⤒㦂のᚰ⌮ⓗ背景にࡣ࡚࠸ࡘ，ከ㔜ࣟ

ࡽࡳࡀ関連࡞᭷意ࡶࢀࡎ࠸ࡣᅇᖐศᯒ࡛ࢡࢵ࢕ࢸスࢪ

ᙳ㡪ᛶ⿕ࡸ఍ⓗ支援♫ࡣt検ᐃ࡛，ࡋ࠿ࡋࠋたࡗ࠿࡞ࢀ

とࡣ᭷意࡞関連ࡗ࠿࡞ࡀたࡶのの，⮬ᑛឤ᝟のపࡀࡉ

᭷意に㐪ἲ薬物౑用⤒㦂と関連࠸࡚ࡋたࠋ♫఍ⓗ支援

に関ࡣ࡚ࡋ，๓ᅇの調査 2)࡛᝟⥴ⓗ支援࠿ࡽࡃ࠸ࡀ㐪ἲ

薬物౑用に関ಀ࠸࡚ࡋたࡶのの，௒ᅇの検討࡛ࡣ᭷意

᝟⥴を୰ᚰ࡞࠺ࡼそのため，๓ᅇのࠋたࡗ࠿࡞ࡣ関連࡞

とする支援ࡀ㐪ἲ薬物౑用に結ࡸࡁࡘࡧす࠸のࡋࡶ࠿

ࠋ୍࠸࡞ࢀ ᪉，⮬ᑛឤ᝟ࡣண᝿㏻ࡾの結果࡛ࡗ࠶たࠋᾏ

እの大学生の調査 18)࡛，薬物乱用⪅ࡣ⮬ᑛឤ᝟ࡀపୗ
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ࡋ࠺そࡣ௒ᅇの結果，ࡀる࠸࡚ࢀࡉ♧ࡀとࡇる࠸࡚ࡋ

た報࿌を支ᣢするࠋ⮬ᑛឤ᝟と࡛ࢇࡽ࡞検討ࡋた⿕ᙳ

㡪ᛶࡣ，࿘ᅖにᑐ࡚ࡋឤ᝟ⓗに཯ᛂࡸࡋすࡣ⪅࠸，そ࠺

่࡛⃭࡞ࡉᑠ࡚࠸ࡘ௚⪅のᚰ⌮≧態にࡶࡾࡼ⪅࠸࡞࡛

る，௚⪅のᚰࢀࡉと࠸᫆ࡅឤ᝟ⓗにᙳ㡪をཷ，ࡋ཯ᛂࡶ

⌮≧態にᑐする⣲㉁ⓗ࡞཯ᛂ࡛࠶る ᑛឤ⮬，ࡤࢃ࠸ࠋ(7

᝟とᑐᴟⓗ࡞関ಀに࠶るࠋ⮬ᑛឤ᝟の᪉ࡀ᭷意に㐪ἲ

薬物౑用⤒㦂と関連࠸࡚ࡋたため，⿕ᙳ㡪ᛶの関୚ࡀ

ᑡ࠸࡞結果とࡗ࡞たのࠋ࠸࡞ࢀࡋࡶ࠿ 

た，2012ࡲ 年の調査 た⢭⚄ⓗ健ࡗ࠶のㄢ㢟࡛ࡽ࠿(2

康度にࡣ࡚࠸ࡘ，⏨ᛶを୰ᚰに㐪ἲ薬物౑用⤒㦂⪅の

᪉ࡀ୙健康࡛ࡗ࠶たࠋすࡣ⏤⌮，ࡕࢃ࡞୙࡛᫂࠶るࡶの

の，๓ᅇの調査結果 2)と␗ࡾ࡞，ண᝿にྜ⮴する結果࡛

࠶Ⰻዲ࡛ࡀ⢭⚄ⓗ健康度࡝࡯࠸㧗ࡀᑛឤ᝟⮬ࠋたࡗ࠶

るとの報࿌ るため，⢭⚄ⓗ健康度と㐪ἲ薬物౑࠶ࡀ(19

用⤒㦂ࡣ，⮬ᑛឤ᝟を௓する結果とࢀࡽ࠼⪄ࡶるࠋ 

のの，඲యࡶゎ㔘をせする࡞ៅ㔜，ࡽ࠿の結果ࡽࢀࡇ

ⓗにࡣᚰ⌮ⓗ背景ࡀ୙Ⰻ࡞᪉ࡀ㐪ἲ薬物を౑用ࡸࡋす

୕，そのためࠋるࢀࢃにᛮ࠺ࡼる࠶ࡀഴྥ࠸ ዲ ᣦ᦬ࡀ(20

ライフスキࣝᩍ，࡛࠿࡞学ᰯᩍ⫱のࠕ，に࠺ࡼる࠸࡚ࡋ

⫱の඘実をᅗࡾ，㟷ᑡ年の⮬ᑛឤ᝟，⮬ᕫຠຊឤ，スࢺ

ࣞス࣐࣓ࢪࢿンࢺ➼をྥୖࡏࡉるࡇとࡀ，薬物乱用㜵

Ṇにࡶᐤ୚するࡇとに࡞るࠖࡶのとᛮࢀࢃるࠋ 

௒ᅇの調査結果のゎ㔘に࠶たࡣ࡚ࡗ，ၥ㢟Ⅼࡶ⪃៖

，࡚ࡋ㉁ၥ⣬調査の㝈⏺と，ࡎࡲࠋる࠶ࡀᚲせࡃ࠾࡚ࡋ

ᅇ⟅を᥍࠸࡚࠼るሙྜࡸ㄂ᙇ࡚ࡋᅇ⟅࠸࡚ࡋるሙྜ࡞

๓ᅇの調査，ࡤ࠼౛ࠋ࠸࡞ࡁㄆ࡛☜ࡣ࡝ ඲యⓗ，ࡣ࡛(2

たࡡ㐪ἲ薬物౑用⤒㦂の᭷↓を༢୍の㉁ၥ㡯┠࡛ᑜ࡞

たため，その࡭㐪ἲ薬物౑用⤒㦂をಶูに調ࡣ௒ᅇ，ࡀ

ᅇ⟅の௙᪉࡛ࡲほᐹ࡛ࡁたࠋその結果，大㯞・⬺ἲࣁー

ࢀࡎ࠸ー㢮ࢼンࢩ・イン・MDMA࢝ࢥ・๣࠸ࡏぬ・ࣈ

，ࡽ࠿とࡇたࢀࡽࡳࡀた学生ࡋ⟆るとᅇ࠶ࡀ౑用⤒㦂ࡶ

㐪ἲ薬物౑用を㄂ᙇࡋた学生ࡀ含࠸࡚ࢀࡲたྍ⬟ᛶࡣ

ྰᐃ࡛ࠋ࠸࡞ࡁ 

ḟに，㐪ἲ薬物౑用⤒㦂ࡣ㐣ཤ࡛ࡲ㐳࡚ࡗ調࠸࡚࡭

るࡀ，ᚰ⌮せᅉを含めた༴㝤ᅉᏊࡣ⌧ᅾを୰ᚰとࡋた

調査࡛࠶るࠋそのため，調査ࡋたᚰ⌮せᅉࡀ㐣ཤの౑用

⤒㦂を࡝の⛬度正☜に཯ᫎ࠸࡚ࡋるࡣ࠿ᐃ࠸࡞ࡣ࡛࠿

 ࠋるࢀࡽ࠼⪄のとࡶ

௨ୖ，௒ᅇの調査࡛ࡣ，⣙ 0.5%の大学生࡛㐪ἲ薬物

౑用⤒㦂ࡾ࠶ࡀ，୺に࿘ᅖの㐪ἲ薬物౑用，㐪ἲ薬物౑

用の⿕່ㄏ⤒㦂，タࢗࢺー࡝࡞と結࠸࡚࠸ࡘࡧたࡀ，⮬

ᑛឤ᝟ࡸ⢭⚄ⓗ健康度࡝࡞のᚰ⌮せᅉࡶ㔜せと⪃ࡽ࠼

㐪ἲ薬物の౑用ࡶࡾࡼዪᛶࡀᛶの᪉⏨，ࡣᛶู࡛ࠋたࢀ

2012ࠋた࠸࡚ࡋ࿡とᐦ᥋に関連⯆ࡸ 年度の調査 2)と比

較࡚ࡋ，学生をྲྀࡾᕳࡃ㐪ἲ薬物の⎔ቃࡣᨵၿ࠾࡚ࡋ

㐪ἲ薬，ࡀたࢀࡉ၀♧ࡀとࡇる࠸࡚ࡋᝏ໬ࢁࡋࡴ，ࡎࡽ

物࡬の⯆࿡ࡸ実㝿の౑用ࡣῶᑡ࠸࡚ࡋたࠋ 

 

ㅰ㎡ 

௒ᅇの◊✲を実᪋するに࠶たࡈ࡚ࡗ༠ຊ㡬࠸たᯇᅬ

⨾㈗，ᡞ⏣⨾⣖Ꮚ，㔝ᮧ᱈Ꮚ，⏣୰᭸Ꮚ，Ლ㇂康௓，ᒣ

本⣖Ꮚ，┾ᓮ⩏᠇，福┒ⱥ᫂，Ọ㔝 ⣧，୸ᒣ ᚭ，୍

ᐑ ཌのㅖẶに῝ㅰ⮴ࡲࡋすࠋ 
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